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支
部
は
、
群
馬
県
の
北
部

に
位
置
し
、
山
岳
地
帯
に
あ

り
、
東
か
ら
赤
城
山
、
北
に

谷
川
岳
、
西
に
草
津
白
根
山

が
そ
び
え
立
ち
、
火
山
地
帯

で
も
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
自
慢
す
る
温
泉
が
沢
山

あ
り
ま
す
が
、
日
本
三
名
泉

に
選
ば
れ
て
い
る
草
津
温
泉

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

群
馬
県
北
毛
支
部

を
自
慢
し
な
が
ら
紹
介
し
ま

す
。草

津
温
泉
は
、
自
然
湧
出

量
は
日
本
一
を
誇
り
、
毎
分

３
２
，
３
０
０
リ
ッ
ト
ル
以

上
、
一
日
ド
ラ
ム
缶
約
三
万

本
分
も
の
温
泉
が
沸
き
出
て

い
ま
す
。
草
津
の
旅
館
や
温

泉
施
設
で
「
源
泉
か
け
流
し
」

が
で
き
る
の
は
こ
の
お
陰
で

す
。
さ
ら
に
驚
く
べ
き
は
、

そ
の
泉
質
で
す
が
、
日
本
有

数
の
酸
性
度
で
Ｐ
Ｈ
値
は
ナ

ン
ト
２
．
１
と
非
常
に
高
い

で
す
。
そ
の
た
め
殺
菌
作
用

は
抜
群
で
す
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
草
津

温
泉
の
お
湯
の
成
分
は
、
硫

黄
泉
で
あ
り
、
酸
性
度
が
高

く
、
皮
膚
病
に
良
く
効
く
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

高
温
で
温
泉
量
も
非
常
に
多

い
で
す
か
ら
、
湯
船
は
い
つ

も
綺
麗
で
あ
り
、
体
が
非
常

に
暖
ま
り
、
体
中
が
い
つ
ま

で
も
「
ポ
カ
ポ
カ
」
し
て
、

冬
の
厳
寒
で
も
寒
さ
を
感
じ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
町
内
の
人
々

は
、
毎
日
公
衆
浴
場
に
入
っ

て
お
り
、
皆
さ
ん
病
気
知
ら

ず
で
、
肌
が
と
て
も
綺
麗
で

す
。草

津
温
泉
は
、
古
く
か
ら

沢
山
の
人
々
の
心
と
体
を
癒

し
続
け
て
き
た
名
湯
で
す
。

四
季
を
通
じ
訪
れ
る
観
光
客

が
大
勢
い
ま
す
。
春
は
山
に

シ
ャ
ク
ヤ
ク
の
花
が
一
面
に

咲
き
乱
れ
、
夏
は
、
日
本
百

名
山
で
あ
る
草
津
白
根
山
に

登
り
、
高
山
植
物
の
女
王
と

言
わ
れ
て
い
る
コ
マ
ク
サ
の

群
生
地
が
あ
り
、
赤
と
白
の

花
が
非
常
に
可
愛
く
可
憐
で
、

そ
れ
は
見
事
で
す
。
秋
は
ナ

マ
カ
マ
ド
の
葉
が
紅
葉
し
、

山
が
赤
く
燃
え
ま
す
。
冬
は
、

ス
キ
ー
場
も
あ
り
、
ゲ
レ
ン

デ
ス
キ
ー
や
山
岳
ス
キ
ー
で
、

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
楽

し
め
ま
す
。

こ
の
行
楽
の
後
、
草
津
温

泉
で
汗
を
流
す
と
、
心
と
体

も
軽
く
な
り
、
ス
ッ
キ
リ
し

て
気
分
爽
快
で
す
。

湯
け
む
り
が
名
物
の
草
津

温
泉
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
湯

畑
は
、
温
泉
街
の
中
心
に
位

置
し
、
毎
分
４
，
０
０
０
リ
ッ

ト
ル
の
温
泉
が
湧
き
出
て
い

て
い
つ
も
湯
け
む
り
を
舞
い

上
げ
て
い
ま
す
。
湯
畑
の
周

り
に
は
、
足
湯
も
あ
り
、
気

軽
に
立
ち
寄
る
の
も
楽
し
い

で
す
。
ま
た
、そ
の
近
く
に
は
、

湯
も
み
体
験
も
あ
り
、
草
津

節
「
草
津
よ
い
と　

一
度
は

お
い
で　

ア
ド
ッ
コ
イ
シ
ョ

　

お
湯
の
中
に
も
コ
ー
リ
ャ

花
が
咲
く
ヨ　

チ
ョ
イ
ナ　

チ
ョ
イ
ナ
・
・
・
」
を
歌
い

な
が
ら
湯
を
も
ん
で
冷
ま
し

入
浴
す
る
こ
と
も
楽
し
い
で

す
。
一
度
は
来
て
見
て
く
だ

さ
い
。

の
け
む
り
」
を
歌
っ
て
二
位

と
な
り
審
査
員
に
「
素
晴
ら

し
い
！
悪
い
箇
所
は
あ
り
ま

せ
ん
よ
」
と
称
賛
さ
れ
た
こ

と
が
は
じ
ま
り
で
す
。

こ
の
一
言
が
自
信
と
な
り

色
々
な
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加

し
、
出
場
す
る
度
に
賞
を
頂

き
ま
し
た
。

あ
る
民
放
テ
レ
ビ
の
カ
ラ

オ
ケ
大
会
に
出
場
し
た
後
、

勤
務
中
に
盲
腸
で
入
院
し
た

際
に
お
世
話
に
な
っ
た
看
護

師
さ
ん
や
高
校
時
代
の
後
輩

等
か
ら
「
テ
レ
ビ
見
ま
し
た

よ
」
と
の
電
話
が
か
か
っ
て

き
ま
し
た
。
忙
し
い
職
場
に

在
職
し
て
い
た
た
め
、
テ
レ

ビ
に
出
る
と
仕
事
に
支
障
が

で
る
と
思
い
、
こ
れ
を
境
に

一
切
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

す
る
こ
と
は
辞
め
て
都
庁
カ

ラ
オ
ケ
同
好
会
の
講
師
と
し

て
、
別
の
道
を
歩
む
こ
と
に

し
ま
し
た
。

そ
れ
と
五
十
年
余
り
、
芸

能
サ
ー
ク
ル
「
若
葉
の
会
」

に
所
属
し
、
音
響
担
当
・
司

会
・
歌
で
老
人
ホ
ー
ム
・
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
・
刑
務
所
等
の

施
設
慰
間
を
続
け
て
い
ま

す
。ま

た
、個
人
で
も
老
人
ホ
ー

ム
・
母
子
家
庭
の
母
親
・
老

人
会
等
で
歌
の
指
導
を
続
け

て
い
ま
す
。

八
年
前
に
、
家
内
が
脳
内

出
血
で
倒
れ
、
通
所
す
る
よ

う
に
な
っ
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

施
設
で
毎
月
歌
の
指
導
を
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
四
年
前
か
ら
は
、

マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
に
入
会
し

て
仲
間
か
ら
色
々
教
え
て

も
ら
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

マ
ジ
ッ
ク
も
披
露
し
て
い
ま

す
。コ

ロ
ナ
禍
で
は
、
歌
や
マ

ジ
ッ
ク
の
慰
問
活
動
は
出
来

ま
せ
ん
が
、
現
在
は
子
供
が

お
世
話
に
な
っ
た
地
元
の
小

学
校
で
通
学
児
童
に
「
お
は

よ
う
！
」
の
声
か
け
と
児
童

の
安
全
の
見
守
り
の
「
お
は

よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
毎

週
一
回
行
っ
て
い
ま
す
。

孫
二
人
が
、
ニ
コ
ニ
コ
し

て
登
校
す
る
姿
に
元
気
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の慰

問
活
動

　
神
奈
川
県
藤
沢
市

佐
藤
　
巌

私
の
歌
の
慰
間
活
動
の
歩

み
は
、
東
京
都
の
職
員
歌
謡

コ
ン
ク
ー
ル
に
初
め
て
出
場

し
、
伊
藤
久
男
さ
ん
の
「
山

会
員
の
声

新
会
員
名
簿
（
敬
称
略
）

（
北
海
道
釧
根
支
部
）
小
野

松
憲
明
、
平
田
昌
子
、
ド
ッ

グ
レ
ス
キ
ュ
ー
し
お
ん
の

会(

弘
前
支
部
）長
尾
敦
子
、

森
山
忠
雄(

桐
生
支
部
）
千

明
貞
夫
、
星
野
尚
香
（
前

橋
支
部
）
倉
林
良
光
、
庭

野
宏
、
武
藤
哲
（
千
葉
県

支
部
）
伊
藤
幹
雄
（
台
東

区
支
部
）
眞
田
榮
、
関
庫

明
（
杉
並
区
）
大
塚
美
介
、

増
田
雄
大(

練
馬
支
部
）
塩

坂
敦
子(

武
蔵
野
市)

田
中

千
賀(

御
殿
場
支
部
）
石
田

澄
夫
、
勝
間
田
實
、
若
林

洋
平
、
阿
久
根
真
一
、
池

谷
晴
一
、
岩
田
治
和
、
川

上
秀
範
、
薗
田
豊
造
、
永

井
誠
一
、
中
島
宏
明
、
林

義
浩
、
三
輪
ト
シ
子
、
室

伏
辰
彦
、
室
伏
勉
、
㈱
三

輪
水
道
（
三
重
県
）
細
川

稔
（
京
都
府
支
部
）
高
橋

一
郎(

兵
庫
県
支
部
）
阪
部

三
枝
子
、
有
末
政
幸
、
植

野
勝
義
、
澤
村
妙
子
、
清

水
玲
子
、
佃
信
子
（
大
分

県
大
分
支
部
）
安
部
め
ぐ

み
、
安
部
泰
史
、
岡
村
晰
、

小
野
富
美
子
、
加
藤
順
美
、

高
津
栄
子
、
高
橋
敦
、
服

部
光
孝
、
松
岡
勝
代
、
村

山
一
三
、
渡
辺
典
子

（
令
和
３
年
２
月
～
令
和
３

年
４
月
末
日
迄
入
会
者
）

　
一
般
社
団
法
人 

日
本

善
行
会
で
は
、
善
行
の

表
彰
並
び
に
善
行
精
神

の
普
及
と
実
践
を
通
じ

明
る
く
住
み
よ
い
社
会

環
境
づ
く
り
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
活
動
を
ご

支
援
い
た
だ
く
た
め
に
、

広
く
会
員
を
お
さ
そ
い

下
さ
い
。

会
員
の
種
類

①
普
通
会
員
（
正
会
員
）

　
個
人
　
年
額
　
五
千
円

　
法
人
　
年
額
　
一
万
円

②
特
別
会
員
（
正
会
員
）

　
個
人
　
年
額
　
一
万
円

　
法
人
　
年
額
　
三
万
円

③
賛
助
会
員

　
個
人
　
年
額
　
千
円
以
上

※
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
年
間

　
購
読
料
五
百
円
含
む

入
会
の
お
さ
そ
い

１
面
か
ら
の
つ
づ
き

　　
岩
手
県
宮
古
支
部

ア
ウ
ト
ド
ア
の
あ
る
公
共

施
設
の
中
で
死
角
に
な
っ
て

い
る
場
所
に
ご
み
の
不
法
投

棄
が
あ
っ
た
。

こ
れ
を
見
か
ね
た
善
行
会

員
が
見
回
り
を
し
て
数
か
所

か
ら
会
長
は
じ
め
副
会
長
及

び
新
会
員
（
大
森
委
員
）
の

三
名
が
ゴ
ミ
の
回
収
に
努
め

不
法
投
棄
を
し
な
い
様
に
注

意
を
呼
び
か
け
た
。


